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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
メンバ属性情報を有する複数の移動端末と、該移動端末の位置情報を収集するセンタコン
ポーネントとを有し、前記移動端末にグループ通信を提供するシステムであって、
前記センタコンポーネントは、指定された地域範囲情報及びグループ属性情報に基づいて
グループを生成するグループ生成手段と、当該グループの前記地域範囲情報及び前記グル
ープ属性情報に該当する、前記位置情報及び前記メンバ属性情報を有する移動端末の参加
及び離脱を常に監視するグループメンバ管理手段とを有することを特徴とする、移動端末
にグループ通信を提供するシステム。
【請求項２】
前記メンバ属性情報はサービス要求情報であり、前記グループ属性情報はサービス提供情
報であることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記メンバ属性情報はユーザ属性情報であり、前記グループ属性情報は、グループを特徴
付ける通信内容の主題を示すサブジェクト情報であることを特徴とする請求項１に記載の
システム。
【請求項４】
前記グループの前記地域範囲情報及び前記グループ属性情報は、前記移動端末若しくは固
定端末から指定されるか、又は前記センタコンポーネントで予め指定されていることを特
徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載のシステム。
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【請求項５】
１つのセンタ局が前記センタコンポーネントを有することを特徴とする請求項１から４の
いずれか１項に記載のシステム。
【請求項６】
いずれか１つの前記移動端末が前記センタコンポーネントを有することを特徴とする請求
項１から４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
全ての前記移動端末が前記センタコンポーネントを有しており、該移動端末同士で、該セ
ンタコンポーネントの情報を通信し合うことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項
に記載のシステム。
【請求項８】
前記地域範囲情報は、地理的に連続した１つの地域範囲、又は地理的に不連続に分散した
複数の地域範囲、の情報であることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の
システム。
【請求項９】
前記センタコンポーネントの前記グループ生成手段は、前記地域範囲情報及び前記グルー
プ属性情報に加えて移動条件情報に基づいてグループを生成し、前記移動端末は、前記メ
ンバ属性情報に加えて観測された移動状態情報を有することを特徴とする請求項１から８
のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１０】
前記移動条件情報及び前記移動状態情報は、移動端末についての、目的地、移動速度及び
／又は種別であることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
前記移動端末が車載通信端末である場合、前記移動条件情報及び前記移動状態情報は、更
に、当該車載通信端末が搭載されている車両の車種、車両状態及び／又は道路種別である
ことを特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
前記センタコンポーネントの前記グループメンバ管理手段は、当該グループに該当する移
動端末に対して該グループへの参加要請情報を通知し、該参加要請情報に応答した移動端
末をメンバとして当該グループへ参加させることを特徴とする請求項１から１１のいずれ
か１項に記載のシステム。
【請求項１３】
前記センタコンポーネントは、前記移動端末が当該グループに参加する際に、該グループ
のサービスに必要なソフトウェアコンポーネントを、該移動端末へ送信することを特徴と
する請求項１から１２のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１４】
前記センタコンポーネントは、第１の移動端末が当該グループに対して参加又は離脱する
際に、該グループの第２の移動端末に対して、その旨を通知することを特徴とする請求項
１から１３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１５】
前記センタコンポーネントは、第１の移動端末が当該グループに対して参加又は離脱する
際に、該グループの全ての移動端末に対して、その旨を通知することを特徴とする請求項
１から１４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１６】
前記センタコンポーネントは、前記移動端末が前記グループを検索することができるグル
ープ検索手段を更に有することを特徴とする請求項１から１５のいずれか１項に記載のシ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、移動端末にグループ通信を提供するシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
グループには、グループに参加するメンバが予め固定されている固定型グループと、グル
ープに参加するメンバが変動する変動型グループとがある。無線通信に応用した場合、固
定型グループは、センタ局にグループのメンバとして予め登録した移動端末に対してのみ
、通信が可能となる。一方、変動型グループは、例えば一定の地域範囲をグループの条件
として構成するものであれば、その地域範囲に現在位置する移動端末に対してのみ、通信
が可能となる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のシステムでは、例えば第１の例として、移動端末が携帯電話機であ
って、小売店が今日の安売情報をその店の周囲地域に存在する携帯電話機に配信したい場
合、その周囲範囲に存在する全ての携帯電話機にその安売情報が配信される。これは、そ
の安売情報を必要としない携帯電話機に対しても配信されることになる。
【０００４】
また、例えば第２の例として、移動端末がアドホックネットワークのようなブロードキャ
スト通信機能を有する場合、一定の地域範囲に存在するというだけで通信内容を全ての移
動端末で共有することになる。これは、特定の通信内容の主題を示すサブジェクトに基づ
いて、相互に通信することができない。
【０００５】
即ち、従来のシステムは、移動端末の現在位置に基づいてグループ通信を実現することは
可能であるが、リアルタイムに変化する移動端末の属性又は移動状態によって当該グルー
プへの参加又は離脱を監視することはできなかった。
【０００６】
そこで、本発明は、移動端末の位置情報のみならず、リアルタイムに変化する移動端末の
属性又は移動状態に基づいて、移動端末をメンバとしたグループ通信を実現するシステム
を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
従って、本発明によれば、メンバ属性情報を有する複数の移動端末と、該移動端末の位置
情報を収集するセンタコンポーネントとを有し、移動端末にグループ通信を提供するシス
テムであって、センタコンポーネントは、指定された地域範囲情報及びグループ属性情報
に基づいてグループを生成するグループ生成手段と、当該グループの地域範囲情報及びグ
ループ属性情報に該当する、位置情報及びメンバ属性情報を有する移動端末の参加及び離
脱を常に監視するグループメンバ管理手段とを有する。これにより、移動端末の位置情報
のみならず、リアルタイムに変化する移動端末の属性又は移動状態に基づいて、移動端末
をメンバとしたグループ通信を実現することができる。
【０００８】
本発明の他の実施形態によれば、メンバ属性情報はサービス要求情報であり、グループ属
性情報はサービス提供情報であってもよい。これにより、特定の地域範囲に存在し且つそ
のサービスを必要とする移動端末にのみ、サービス情報が提供される。また、メンバ属性
情報はユーザ属性情報であり、グループ属性情報は、グループを特徴付ける通信内容の主
題を示すサブジェクト情報であってもよい。これにより、共通のサブジェクトに基づいて
グループ通信をすることが可能となる。
【０００９】
本発明の他の実施形態によれば、グループの地域範囲情報及びグループ属性情報は、移動
端末若しくは固定端末から指定されるか、又はセンタコンポーネントで予め指定されてい
ることも好ましい。これにより、ユーザが自由にグループを指定することができる。
【００１０】
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本発明の他の実施形態によれば、１つのセンタ局がセンタコンポーネントを有するもので
あってもよい。また、いずれか１つの移動端末がセンタコンポーネントを有するものであ
ってもよい。これにより、特定のセンタ局を必要としない。更に、全ての移動端末がセン
タコンポーネントを有し、該移動端末同士で、該センタコンポーネントの情報を通信し合
うものであってもよい。これにより、１つのセンタコンポーネントに障害が生じても、グ
ループ通信が維持される。
【００１１】
本発明の他の実施形態によれば、地域範囲情報は、地理的に連続した１つの地域範囲、又
は地理的に不連続に分散した複数の地域範囲、の情報であってもよい。
【００１２】
本発明の他の実施形態によれば、センタコンポーネントのグループ生成手段は、地域範囲
情報及びグループ属性情報に加えて移動条件情報に基づいてグループを生成し、移動端末
は、メンバ属性情報に加えて観測された移動状態情報を有することも好ましい。また、移
動条件情報及び移動状態情報は、移動端末についての、目的地、移動速度及び／又は種別
であってもよい。更に、移動端末が車載通信端末である場合、移動条件情報及び移動状態
情報は、更に、当該車載通信端末が搭載されている車両の車種、車両状態及び／又は道路
種別であってもよい。
【００１３】
本発明の他の実施形態によれば、センタコンポーネントのグループメンバ管理手段は、当
該グループに該当する移動端末に対して該グループへの参加要請情報を通知し、該参加要
請情報に応答した移動端末をメンバとして当該グループへ参加させることも好ましい。
【００１４】
本発明の他の実施形態によれば、センタコンポーネントは、移動端末が当該グループに参
加する際に、該グループのサービスに必要なソフトウェアコンポーネントを、該移動端末
へ送信することも好ましい。
【００１５】
本発明の他の実施形態によれば、センタコンポーネントは、第１の移動端末が当該グルー
プに対して参加又は離脱する際に、該グループの第２の移動端末に対して、その旨を通知
することも好ましい。
【００１６】
本発明の他の実施形態によれば、センタコンポーネントは、第１の移動端末が当該グルー
プに対して参加又は離脱する際に、該グループの全ての移動端末に対して、その旨を通知
することも好ましい。
【００１７】
本発明の他の実施形態によれば、センタコンポーネントは、移動端末がグループを検索す
ることができるグループ検索手段を更に有することも好ましい。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下では、図面を用いて、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００１９】
図１は、本発明のシステムによって提供されるサービス概念図である。本発明のグループ
は、地域範囲情報、グループ属性情報及び移動条件情報に基づいて構成される。一方、グ
ループのメンバとなり得る移動端末は、位置情報、メンバ属性情報及び移動状態情報を有
する。グループへ参加するメンバは、時間、各移動端末の位置、メンバ属性情報及び移動
状態によって、刻々と変化するものであってもよい。
【００２０】
グループへのメンバの参加の第１の条件としては、移動端末の位置情報の位置が、グルー
プの地域範囲情報の地域範囲内に存在することを要する。地域範囲情報は、当該グループ
の対象となる地名、住所、緯度及び経度である。一方、位置情報は、当該移動端末の現在
位置である。例えば、ガソリン販売のサービスを行うガソリンスタンド店は、地域範囲情
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報として「その店を中心とした一定の地域範囲」を指定することができる。また、地域範
囲情報は、地理的に連続した１つの地域範囲に限られず、地理的に不連続に分散した複数
の地域範囲であってもよい。
【００２１】
グループへのメンバの参加の第２の条件としては、移動端末のメンバ属性情報が、グルー
プのグループ属性情報に該当することを要する。移動端末の操作者が一定のサービスを欲
する場合、メンバ属性情報はサービス要求情報であり、グループ属性情報はサービス提供
情報である。例えば、ガソリンスタンド店は、サービス要求情報として「ガソリン販売」
を指定することができ、移動端末はサービス提供情報として「ガソリン供給」を指定する
ことができる。これにより、ガソリンを供給したいユーザが持つ移動端末に対してのみ、
ガソリンスタンド店のサービス情報が提供される。
【００２２】
また、１つの題目でグループを構成したい場合、メンバ属性情報はユーザ属性情報であり
、グループ属性情報はグループを特徴付ける通信内容の主題を示すサブジェクト情報であ
る。例えば、ユーザ属性情報として「湘南海岸へ行く」を指定することができ、サブジェ
クト情報として「湘南海岸へ行く」を指定することができる。これにより、湘南海岸へ向
かって運転しているユーザ同士で、グループを構成することができ、交通情報等の会話を
することもできる。
【００２３】
グループへのメンバの参加の第３の条件としては、移動端末の移動状態情報が、グループ
の移動条件情報に該当することを要する。例えば、移動条件情報及び移動状態情報は、目
的地、移動速度、車種（自動車、バス、バイク等）、搭乗車両状態（燃料の残量、車両状
態等）又は道路種別（高速道路名、国道名、一般道名等）である。例えば、ガソリンスタ
ンド店は、移動条件情報として「燃料の残量が一定量以下」を指定することができ、移動
状態情報として「燃料の残量が一定量以下」である移動端末がグループのメンバに参加さ
せられる。このとき、ガソリンスタンド店のサービス管理機能は、そのメンバの移動端末
に対して、その店のコマーシャル情報を配信することができる。
【００２４】
前述したグループは、メンバが刻々と変化する変動型グループである。変動型グループで
は、メンバを参加させるために２つの方法がある。第１の方法は、提供するサービスの概
要、及び通信内容の主題を示すサブジェクトを、グループ管理コンポーネントから参加要
請情報として放送し、該情報を受信した移動端末が応答することによって、当該移動端末
をメンバとして参加させる。第２の方法は、移動端末が、サービス又はサブジェクトに基
づいてグループを検索し、当該グループに参加する。また、ユーザの移動端末の位置情報
、メンバ属性情報及び移動状態情報が、当該グループの地域範囲情報、グループ属性情報
及び移動条件情報に該当しなくなったとき、当該グループからその移動端末を離脱させる
必要がある。
【００２５】
グループは、前述した変動型グループに対して、メンバが予め固定された固定型グループ
であってもよい。その場合は、グループの条件として、メンバ名を登録及び削除をする必
要がある。この場合、移動条件情報として、メンバ間の距離を条件とすることもできる。
例えば、メンバ間の距離が、一定以上近づいたとき若しくは離れたとき、又は指定地域に
いるとき等の条件指定ができる。
【００２６】
図２は、本発明によるシステムコンポーネントの構成図である。図２に表されているよう
に、各機能はオブジェクトコンポーネントとして実装されている。従って、センタコンポ
ーネント内の全てのコンポーネントが、１ヶ所のセンタ装置内に実装される必要もなく、
それぞれのコンポーネントがネットワーク上に分散構成されるものであってもよい。
【００２７】
図２によれば、センタコンポーネントは、アクセス管理コンポーネントと、グループ管理
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コンポーネントと、グループコンポーネントと、サービス生成コンポーネントと、サービ
スコンポーネントとを有する。一方、端末コンポーネントは、アクセスコンポーネントと
、サービス利用コンポーネントとを有する。従って、これらコンポーネントは、いくつか
の場所へ機能分散されたり、またレプリカを複数の場所へ配置して負荷分散されるもので
あってもよい。例えば、図２によれば、サービスコンポーネントは、センタコンポーネン
トに実装されているが、それを１つの移動端末に実装し、他の移動端末からそのサービス
を利用することも可能である。
【００２８】
端末コンポーネントのアクセスコンポーネントは、センタコンポーネントのアクセス管理
コンポーネントへアクセスすることができる。アクセスコンポーネントは、その移動端末
の位置情報、メンバ属性情報及び移動状態情報を、アクセス管理コンポーネントへ通知す
る。アクセス管理コンポーネントは、ネットワーク側におけるユーザのエージェントとし
ての役割を有する。ユーザ認証・セキュリティ制御（例えばシステムへのログイン/ログ
アウト）、サービス制御(起動、停止、サスペンド、レジューム)、サービスへのナビゲー
ション制御、又はアクセス管理のためのプログラムのダウンロード機能等のような、特定
のサービスに依存しない制御機能を提供する。
【００２９】
センタコンポーネントのグループ管理コンポーネントは、グループを生成又は削除するグ
ループ生成機能と、生成したグループを検索するグループ検索機能とを有する。
【００３０】
グループ生成機能は、固定型又は変動型のタイプ、並びに地域範囲情報、グループ属性情
報及び移動条件情報に基づいて、グループ即ちグループオブジェクトを生成する。これら
の情報は、センタコンポーネントで予め指定されていてもよく、またユーザが移動端末又
は固定端末を用いて指定することもできる。従って、ユーザが自由に、必要とするグルー
プを生成し、削除し、又はカスタマイズすることができる。グループ生成機能によってグ
ループが生成されると、そのグループに対応するサービスの生成を行うために、グループ
管理コンポーネントは、サービス生成コンポーネントに対して、サービスを生成する指示
を行う。
【００３１】
グループ検索機能は、ユーザが移動端末又は固定端末を用いて指示することにより、地域
範囲情報、グループ属性情報及び移動条件情報に基づいてグループの検索を行う。検索の
結果は、アクセス管理コンポーネントを介して移動端末へ送信される。
【００３２】
生成されたグループ毎のグループコンポーネントは、グループメンバ移動情報管理機能と
、サービス対応機能とを有する。グループコンポーネントは、当該移動端末の位置情報、
メンバ属性情報及び移動状態情報に該当する、地域範囲情報、グループ属性情報及び移動
条件情報を有する当該グループへの該移動端末の参加及び離脱を常に監視・管理し、サー
ビスコンポーネントのグループ対応機能へサービス制御を指示する。また、移動端末につ
いての、現在位置、位置情報の更新時間間隔、メンバ間の距離等も監視する。従って、監
視中に、グループの条件に該当した移動端末に対しては、参加要請情報を送信する。グル
ープメンバ移動情報管理機能は、その参加要請情報に応答した移動端末をグループのメン
バとして参加させ、サービスコンポーネントに対してサービス制御指示を行う。
【００３３】
センタコンポーネントのサービス生成コンポーネントは、グループ管理コンポーネントで
グループが生成されると、該グループに提供されるサービスを生成する。サービス生成コ
ンポーネントは、サービスコンポーネントを生成する。
【００３４】
センタコンポーネントのサービスコンポーネントは、通信サービスを実現するためのサー
ビス提供機能と、電話網又はＩＰ網等のネットワークを制御するネットワーク管理機能と
を有する。
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【００３５】
端末コンポーネントは、センタコンポーネントのアクセス管理コンポーネントとメッセー
ジの送受信を行うアクセスコンポーネントを有する。該アクセスコンポーネントは、ユー
ザ側におけるネットワークのエージェントとしての役割を有する。該アクセスコンポーネ
ントは、予め移動端末内に備えられているのが好ましいが、移動端末がセンタコンポーネ
ントに最初にアクセスした際に、必要なアクセスコンポーネントがネットワークを経由し
て移動端末へダウンロードされるものであってもよい。
【００３６】
また、端末コンポーネントは、センタコンポーネントのサービスコンポーネントとメッセ
ージの送受信を行うサービス利用コンポーネントと有する。該サービス利用コンポーネン
トは、ユーザ側でのサービスのエージェントとしての役割を有する。該サービス利用コン
ポーネントは、サービスが起動され且つ生成された時点で、対向するサービスコンポーネ
ントに必要なサービス利用コンポーネントがネットワークを経由して移動端末へダウンロ
ードされる。
【００３７】
前述したセンタコンポーネント及び端末コンポーネントは、分散構成で幾つかの場所に機
能分散された場合（機能コンポーネントが一ヶ所ではなく複数の場所に分散される）、又
は負荷分散された場合（センタコンポーネントの各機能のレプリカが複数の場所に分散し
て配置され、全体としてセンタコンポーネントを構成する）がある。
【００３８】
従って、いずれか１つの移動端末にセンタコンポーネントを実装することで、移動端末の
みでグループ通信を実現することも可能である。
【００３９】
図３は、センタコンポーネントを全ての移動端末に実装したシステム構成図である。前述
したシステムコンポーネントの構成は、１つのグループ管理コンポーネント及びグループ
コンポーネントのみでグループを管理する構成であった。しかしながら、図３のように、
全ての移動端末内にグループ管理コンポーネント及びグループコンポーネントを実装し、
互いに同じグループの各情報を保持し且つ一貫性を実現することで、グループコンポーネ
ント等の障害がグループ全体の障害にならないという耐故障性を実現することもできる。
サービスコンポーネントも、センタコンポーネントに実装されるものであるが、必ずしも
全ての移動端末内に実装する必要はない。例えば、１つの移動端末のセンタコンポーネン
トだけにサービスコンポーネントを実装し、他の移動端末からそのサービスを利用するこ
とも可能である。
【００４０】
図４は、本発明のシステムによって提供されるグループ通信サービスの説明図である。以
下では、サービスの実施例について説明する。
【００４１】
固定型グループのグループ通信サービスについて説明する。例えば、仲間同士で、移動端
末を有する複数の車両に乗車して、ある目的地まで移動する場合を想定する。このときユ
ーザによって指定されるグループは、複数の車両の移動端末をメンバとし、移動状態情報
としては、当該メンバが１００ｍ以上離れた場合にメンバ間に電話の呼が生成される（会
議通話が開始する）ように指定しておく。このサービスにより、あるユーザが車両故障な
どの原因で他のグループメンバから離れていくことを、グループメンバが知ることが可能
となる。
【００４２】
次に、変動型グループのグループ通信サービスについて説明する。例えば、ユーザＡが、
移動端末を有する車両に乗車して、ある目的地まで移動しており、走行途中過程において
目的地の交通情報が欲しい場合を想定する。ユーザＡは、走行する道路（国道Ｘ）上をグ
ループのエリアとするグループαの生成をシステムに要求する。システムは、グループα
を生成し、国道Ｘ上にいるユーザに対して交通情報交換のためにグループαに対して参加
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を促すメッセージを送信する。メッセージを受け取ったユーザＢは、グループαに参加し
、ユーザＡとユーザＢとの間に通信サービスの利用が開始（電話の呼が生成等）され情報
交換することが可能となる。
【００４３】
前述したように本発明のセンタコンポーネントの実施形態によれば、移動端末を車両に搭
載した場合を説明したが、本発明の技術思想及び見地の範囲の種々の変更、修正及び省略
は、当業者によれば容易に行うことができる。前述の説明はあくまで例であって、何ら制
約しようとするものではない。本発明は、特許請求の範囲及びその均等物として限定する
ものにのみ制約される。
【００４４】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明による移動端末にグループ通信を提供するシステム
によれば、移動端末の位置情報のみならず、リアルタイムに変化する移動端末の属性又は
移動状態に基づいて、移動端末をメンバとしたグループ通信を実現するシステムを提供す
ることができる。また、ユーザ自らも端末を用いてグループを生成することができるので
、所望の条件に該当する移動端末と通信することができ、局所的な地域範囲に特化した情
報を配信及び取得することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のシステムによって提供されるサービス概念図である。
【図２】本発明によるシステムコンポーネントの構成図である。
【図３】センタコンポーネントを各端末に実装したシステム構成図である。
【図４】本発明のシステムによって提供されるサービスの説明図である。

【図１】 【図２】
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